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(57)【要約】
【課題】ユーザの意向を反映した適切な撮像動作を行う
。
【解決手段】撮像部３を備える撮像装置１００であって
、ユーザによる半押し操作と全押し操作が実行可能なシ
ャッターボタン２ａと、撮像部３の撮像条件を自動的に
調整する撮像条件調整部５ｃと、シャッターボタン２ａ
がユーザにより一気に全押し操作された場合に、ユーザ
による当該装置本体の操作状態に関連する操作状態情報
を取得する操作状態取得部５ａと、取得された操作状態
情報に基づいて、ユーザがシャッターボタン２ａを用い
た撮像操作を急いで行ったか否かを判断する急ぎ判断部
５ｂと、ユーザが撮像操作を急いで行っていないと判断
された場合には、撮像条件調整部５ｃに第１調整処理を
実行させ、一方、ユーザが撮像操作を急いで行ったと判
断された場合には、撮像条件調整部５ｃに第１調整処理
よりも処理速度が速い第２調整処理を実行させる調整制
御部５ｄとを備えている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像手段を備える撮像装置であって、
　ユーザによる半押し操作と全押し操作が実行可能なシャッターボタンと、
　前記撮像手段により被写体を撮像する際の撮像条件を自動的に調整する撮像条件調整手
段と、
　前記シャッターボタンがユーザにより一気に全押し操作された場合に、ユーザによる当
該装置本体の操作状態に関連する操作状態情報を取得する取得手段と、
　この取得手段により取得された操作状態情報に基づいて、ユーザが前記シャッターボタ
ンを用いた撮像操作を急いで行ったか否かを判断する判断手段と、
　この判断手段により前記撮像操作を急いで行っていないと判断された場合には、前記撮
像条件調整手段に第１調整処理を実行させ、一方、前記判断手段により前記撮像操作を急
いで行ったと判断された場合には、前記撮像条件調整手段に前記第１調整処理よりも処理
速度が速い第２調整処理を実行させる調整制御手段と、
　を備えたことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　ユーザにより当該装置本体が所定の状態になった時点からの経過時間を計時する計時手
段を更に備え、
　前記取得手段は、前記操作状態情報として、前記計時手段により計時された当該装置本
体が所定操作された時点から前記シャッターボタンが一気に全押し操作されるまでに要し
た所要時間を取得し、
　前記判断手段は、前記取得手段により取得された所要時間が所定時間未満であるか否か
に応じてユーザが前記撮像操作を急いで行ったか否かを判断することを特徴とする請求項
１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記計時手段は、当該装置本体が起動した時点及び撮像モードが設定された時点のうち
、少なくとも一方の時点からの経過時間を計時することを特徴とする請求項２に記載の撮
像装置。
【請求項４】
　前記撮像条件調整手段は、前記撮像手段が有するレンズ部の合焦位置を調整する合焦手
段を含み、
　前記調整制御手段は、前記判断手段により前記撮像操作を急いで行っていないと判断さ
れた場合には、前記合焦手段に前記第１調整処理として第１合焦処理を実行させ、一方、
前記判断手段により前記撮像操作を急いで行ったと判断された場合には、前記合焦手段に
前記第２調整処理として前記第１合焦処理よりも処理速度が速い第２合焦処理を実行させ
ることを特徴とする請求項１～３の何れか一項に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記撮像条件調整手段は、前記撮像手段の露出条件を調整する露出調整手段を含み、
　前記調整制御手段は、前記判断手段により前記撮像操作を急いで行っていないと判断さ
れた場合には、前記露出調整手段に前記第１調整処理として第１露出調整処理を実行させ
、一方、前記判断手段により前記撮像操作を急いで行ったと判断された場合には、前記露
出調整手段に前記第２調整処理として前記第１露出調整処理よりも処理速度が速い第２露
出調整処理を実行させることを特徴とする請求項１～４の何れか一項に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記撮像条件調整手段は、前記撮像手段により撮像される画像データのホワイトバラン
スを調整するホワイトバランス調整手段を含み、
　前記調整制御手段は、前記判断手段により前記撮像操作を急いで行っていないと判断さ
れた場合には、前記ホワイトバランス調整手段に前記第１調整処理として第１ホワイトバ
ランス調整処理を実行させ、一方、前記判断手段により前記撮像操作を急いで行ったと判
断された場合には、前記ホワイトバランス調整手段に前記第２調整処理として前記第１ホ
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ワイトバランス調整処理よりも処理速度が速い第２ホワイトバランス調整処理を実行させ
ることを特徴とする請求項１～５の何れか一項に記載の撮像装置。
【請求項７】
　撮像手段と、ユーザによる半押し操作と全押し操作が実行可能なシャッターボタンと、
前記撮像手段により被写体を撮像する際の撮像条件を自動的に調整する撮像条件調整手段
とを備える撮像装置を用いた撮像方法であって、
　前記シャッターボタンがユーザにより一気に全押し操作された場合に、ユーザによる当
該装置本体の操作状態に関連する操作状態情報を取得する処理と、
　取得された操作状態情報に基づいて、ユーザが前記シャッターボタンを用いた撮像操作
を急いで行ったか否かを判断する処理と、
　前記撮像操作を急いで行っていないと判断された場合には、前記撮像条件調整手段に第
１調整処理を実行させ、一方、前記撮像操作を急いで行ったと判断された場合には、前記
撮像条件調整手段に前記第１調整処理よりも処理速度が速い第２調整処理を実行させる処
理と、
　を行うことを特徴とする撮像方法。
【請求項８】
　撮像手段と、ユーザによる半押し操作と全押し操作が実行可能なシャッターボタンと、
前記撮像手段により被写体を撮像する際の撮像条件を自動的に調整する撮像条件調整手段
とを備える撮像装置のコンピュータを、
　前記シャッターボタンがユーザにより一気に全押し操作された場合に、ユーザによる当
該装置本体の操作状態に関連する操作状態情報を取得する取得手段、
　この取得手段により取得された操作状態情報に基づいて、ユーザが前記シャッターボタ
ンを用いた撮像操作を急いで行ったか否かを判断する判断手段、
　この判断手段により前記撮像操作を急いで行っていないと判断された場合には、前記撮
像条件調整手段に第１調整処理を実行させ、一方、前記判断手段により前記撮像操作を急
いで行ったと判断された場合には、前記撮像条件調整手段に前記第１調整処理よりも処理
速度が速い第２調整処理を実行させる調整制御手段、
　として機能させることを特徴とするプログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像装置、撮像方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ユーザの意向を反映した撮像動作を行うために、シャッターボタンが半押し操作
されたか、或いは、一気に全押し操作されたかに応じて、コントラストＡＦのサーチ範囲
を変更する撮像装置が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－２２７１３３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、撮像装置の操作に不慣れなユーザによっては、シャッターボタンの半押
し操作に基づいてＡＦ機能が作動することを知らないために、シャッターボタンを一気に
全押し操作してしまう場合がある。このような場合、ユーザにとっては急いで撮影する意
図もないのにサーチ範囲の狭い高速なコントラストＡＦ処理が行われ、その結果、ピント
の合っていない画像が撮像されてしまう虞があった。
【０００５】
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　そこで、本発明の課題は、ユーザの意向を反映した適切な撮像動作を行うことができる
撮像装置、撮像方法及びプログラムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するため、本発明の撮像装置は、
　撮像手段を備える撮像装置であって、
　ユーザによる半押し操作と全押し操作が実行可能なシャッターボタンと、
　前記撮像手段により被写体を撮像する際の撮像条件を自動的に調整する撮像条件調整手
段と、
　前記シャッターボタンがユーザにより一気に全押し操作された場合に、ユーザによる当
該装置本体の操作状態に関連する操作状態情報を取得する取得手段と、
　この取得手段により取得された操作状態情報に基づいて、ユーザが前記シャッターボタ
ンを用いた撮像操作を急いで行ったか否かを判断する判断手段と、
　この判断手段により前記撮像操作を急いで行っていないと判断された場合には、前記撮
像条件調整手段に第１調整処理を実行させ、一方、前記判断手段により前記撮像操作を急
いで行ったと判断された場合には、前記撮像条件調整手段に前記第１調整処理よりも処理
速度が速い第２調整処理を実行させる調整制御手段と、
　を備えたことを特徴としている。
【０００７】
　また、本発明の撮像方法は、
　撮像手段と、ユーザによる半押し操作と全押し操作が実行可能なシャッターボタンと、
前記撮像手段により被写体を撮像する際の撮像条件を自動的に調整する撮像条件調整手段
とを備える撮像装置を用いた撮像方法であって、
　前記シャッターボタンがユーザにより一気に全押し操作された場合に、ユーザによる当
該装置本体の操作状態に関連する操作状態情報を取得する処理と、
　取得された操作状態情報に基づいて、ユーザが前記シャッターボタンを用いた撮像操作
を急いで行ったか否かを判断する処理と、
　前記撮像操作を急いで行っていないと判断された場合には、前記撮像条件調整手段に第
１調整処理を実行させ、一方、前記撮像操作を急いで行ったと判断された場合には、前記
撮像条件調整手段に前記第１調整処理よりも処理速度が速い第２調整処理を実行させる処
理と、
　を行うことを特徴としている。
【０００８】
　また、本発明のプログラムは、
　撮像手段と、ユーザによる半押し操作と全押し操作が実行可能なシャッターボタンと、
前記撮像手段により被写体を撮像する際の撮像条件を自動的に調整する撮像条件調整手段
とを備える撮像装置のコンピュータを、
　前記シャッターボタンがユーザにより一気に全押し操作された場合に、ユーザによる当
該装置本体の操作状態に関連する操作状態情報を取得する取得手段、
　この取得手段により取得された操作状態情報に基づいて、ユーザが前記シャッターボタ
ンを用いた撮像操作を急いで行ったか否かを判断する判断手段、
　この判断手段により前記撮像操作を急いで行っていないと判断された場合には、前記撮
像条件調整手段に第１調整処理を実行させ、一方、前記判断手段により前記撮像操作を急
いで行ったと判断された場合には、前記撮像条件調整手段に前記第１調整処理よりも処理
速度が速い第２調整処理を実行させる調整制御手段、
　として機能させることを特徴としている。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、シャッターボタンが一気に全押し操作された場合に、ユーザの意向を
反映した適切な撮像動作を行うことができる。
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【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明を適用した一実施形態の撮像装置の概略構成を示すブロック図である。
【図２】図１の撮像装置による撮像処理に係る動作の一例を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下に、本発明について、図面を用いて具体的な態様を説明する。ただし、発明の範囲
は、図示例に限定されない。
　本実施形態の撮像装置１００は、シャッターボタン２ａがユーザにより半押し操作され
ることなく一気に全押し操作された場合に、ユーザがシャッターボタン２ａを用いた撮像
操作を急いで行ったか否かを判断し、ユーザが撮像操作を急いで行っていないと判断した
場合には、撮像部３の撮像条件を調整するための処理として撮像条件の調整精度が高い第
１調整処理を実行し、一方、ユーザが撮像操作を急いで行ったと判断した場合には、撮像
部３の撮像条件を調整するための処理として処理速度が速い第２調整処理を実行する。
【００１２】
　図１は、本発明を適用した一実施形態の撮像装置１００の概略構成を示すブロック図で
ある。
　図１に示すように、撮像装置１００は、具体的には、中央制御部１と、操作入力部２と
、撮像部３と、画像データ生成部４と、撮像制御部５と、計時部６と、メモリ７と、画像
処理部８と、記録媒体制御部９と、表示制御部１０と、表示部１１とを備えている。
【００１３】
　中央制御部１は、撮像装置１００の各部を制御するものである。具体的には、中央制御
部１は、図示は省略するが、ＣＰＵ（Central Processing Unit）、ＲＡＭ（Random Acce
ss Memory）、ＲＯＭ（Read Only Memory）等を備え、撮像装置１００用の各種処理プロ
グラム（図示略）に従って各種の制御動作を行う。
【００１４】
　操作入力部２は、当該装置本体（当該撮像装置１００）の所定操作を行うためのもので
ある。具体的には、操作入力部２は、被写体の撮像指示に係るシャッターボタン２ａ、撮
像モードや機能等の選択指示に係る選択決定ボタン（図示略）、ズーム量の調整指示に係
るズームボタン（図示略）等を備え、これらのボタンの操作に応じて所定の操作信号を中
央制御部１に出力する。
【００１５】
　シャッターボタン２ａは、ユーザによる半押し操作と全押し操作が実行可能となるよう
に構成されている。
　そして、操作入力部２は、シャッターボタン２ａがユーザによって押下されて所定の中
間点に達すると、半押し操作信号を中央制御部１に出力する。また、操作入力部２は、シ
ャッターボタン２ａがユーザによって押下されて所定の最下点に達すると、全押し操作信
号を中央制御部１に出力する。これにより、中央制御部１は、シャッターボタン２ａが半
押し操作されたか否か、全押し操作されたか否かを判定可能となっている。
【００１６】
　また、中央制御部１は、シャッターボタン２ａが半押し操作されることなく一気に全押
し操作されたか否かも判定可能である。
　具体的には、中央制御部１は、例えば、操作入力部２から半押し操作信号が出力されて
から、所定時間が経過する前に操作入力部２から全押し操作信号が出力された場合には、
シャッターボタン２ａがユーザにより半押し操作されることなく一気に全押し操作された
と判定する。
　なお、中央制御部１は、操作入力部２から半押し操作信号が出力されてから所定時間が
経過する前に操作入力部２に全押し操作信号が出力された場合に、シャッターボタン２ａ
が半押し操作されることなく一気に全押し操作されたと判定するようにしたが、これに限
定されるものではない。例えば、シャッターボタン２ａの半押し状態が所定時間以上維持



(6) JP 2012-247674 A 2012.12.13

10

20

30

40

50

されないと操作入力部２から半押し操作信号が出力されない構成とした場合には、中央制
御部１は、操作入力部２から半押し操作信号が出力されることなく全押し操作信号が出力
されたときに、シャッターボタン２ａが一気に全押し操作されたと判定するように構成し
ても良い。
【００１７】
　また、シャッターボタン２ａは、タッチセンサ機能を搭載していても良い。この場合、
例えば、ユーザによるシャッターボタン２ａの接触操作が半押し操作に相当し、ユーザに
よるシャッターボタン２ａの押下操作が全押し操作に相当する。したがって、操作入力部
２は、シャッターボタン２ａがユーザによって接触操作された場合に半押し操作信号を中
央制御部１に出力するとともに、シャッターボタン２ａがユーザによって押下操作された
場合に全押し操作信号を中央制御部１に出力する。
【００１８】
　撮像部３は、撮像手段として、被写体を撮像して画像フレームを生成する。具体的には
、撮像部３は、レンズ部３ａと、電子撮像部３ｂとを備えている。
　レンズ部３ａは、ズームレンズやフォーカスレンズ等の複数のレンズから構成されてい
る。
　電子撮像部３ｂは、例えば、ＣＣＤ（Charge Coupled Device）やＣＭＯＳ（Complemen
tary Metal-oxide Semiconductor）等のイメージセンサから構成されている。また、電子
撮像部３ｂは、撮像制御部５（詳細後述）の制御下にて駆動して、レンズ部３ａの各種レ
ンズを通過した光学像を二次元の画像信号に変換する。そして、電子撮像部３ｂの撮像領
域から１画面分ずつ読み出された画像フレームは、画像データ生成部４に出力される。
　なお、図示は省略するが、撮像部３は、レンズ部３ａを通過する光の量を調整する絞り
を備えていても良い。
【００１９】
　画像データ生成部４は、電子撮像部３ｂから転送された画像フレームのアナログ値の信
号に対してＲＧＢの各色成分毎に適宜ゲイン調整した後に、サンプルホールド回路（図示
略）でサンプルホールドしてＡ／Ｄ変換器（図示略）でデジタルデータに変換し、カラー
プロセス回路（図示略）で画素補間処理及びγ補正処理を含むカラープロセス処理を行っ
た後、デジタル値の輝度信号Ｙ及び色差信号Ｃｂ，Ｃｒ（ＹＵＶデータ）を生成する。
　カラープロセス回路から出力される輝度信号Ｙ及び色差信号Ｃｂ，Ｃｒは、図示しない
ＤＭＡコントローラを介して、バッファメモリとして使用されるメモリ７にＤＭＡ転送さ
れる。
【００２０】
　撮像制御部５は、撮像部３による被写体の撮像を制御する。即ち、撮像制御部５は、図
示は省略するが、タイミング発生器、ドライバ等を備えている。そして、撮像制御部５は
、タイミング発生器、ドライバにより電子撮像部３ｂを走査駆動して、所定周期毎に光学
像を電子撮像部３ｂにより二次元の画像信号に変換させ、当該電子撮像部３ｂの撮像領域
から１画面分ずつ画像フレームを読み出して画像データ生成部４に出力させる。
【００２１】
　また、撮像制御部５は、操作状態取得部５ａを具備している。
　操作状態取得部５ａは、ユーザがシャッターボタン２ａを用いた撮像操作を急いで行っ
たか否かを判断するための情報である操作状態情報を取得する。
　即ち、操作入力部２のシャッターボタン２ａから出力された所定の操作信号の入力に基
づいて、中央制御部１によって、ユーザによりシャッターボタン２ａが半押し操作される
ことなく一気に全押し操作されたと判定されると、操作状態取得部５ａは、中央制御部１
の制御下にて、操作状態情報として、計時部６により計時された当該装置本体が所定操作
された時点からシャッターボタン２ａが一気に全押し操作されるまでに要した所要時間を
取得する。
【００２２】
　具体的には、計時部６は、ユーザによる操作入力部２の所定操作に基づいて当該装置本
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体が起動した時点からの経過時間を計時する。そして、中央制御部１は、ユーザによりシ
ャッターボタン２ａが半押し操作されることなく一気に全押し操作されたと判定されると
、操作状態取得部５ａに対して所定の制御信号を出力して、操作状態取得部５ａは、当該
装置本体が起動した時点からシャッターボタン２ａが一気に全押し操作されるまでに要し
た所要時間を計時部６から取得する。
　このように、操作状態取得部５ａは、シャッターボタン２ａがユーザにより半押し操作
されることなく一気に全押し操作された場合に、ユーザによる当該装置本体の操作状態に
関連する操作状態情報を取得する取得手段を構成している。
【００２３】
　また、撮像制御部５は、急ぎ判断部５ｂを具備している。
　急ぎ判断部５ｂは、操作状態取得部５ａにより取得された操作状態情報に基づいて、ユ
ーザが撮像操作を急いで行ったか否かを判断する。即ち、急ぎ判断部５ｂは、操作状態取
得部５ａにより取得された当該装置本体が起動した時点からシャッターボタン２ａが一気
に全押し操作されるまでに要した所要時間が、所定時間未満であるか否かに応じて、ユー
ザが撮像操作を急いで行ったか否かを判断する。
【００２４】
　具体的には、急ぎ判断部５ｂは、操作状態取得部５ａより取得された所要時間が所定時
間未満である場合、即ち、当該装置本体の起動から所定時間が経過する前にシャッターボ
タン２ａが一気に全押し操作された場合には、ユーザが撮像操作を急いで行ったと判断す
る。一方、操作状態取得部５ａにより取得された所要時間が所定時間以上である場合、即
ち、当該装置本体の起動から所定時間が経過した後にシャッターボタン２ａが一気に全押
し操作された場合には、ユーザが撮像操作を急いで行っていないと判断する。
　このように、急ぎ判断部５ｂは、操作状態取得部５ａにより取得された操作状態情報に
基づいて、ユーザがシャッターボタン２ａを用いた撮像操作を急いで行ったか否かを判断
する判断手段を構成している。
【００２５】
　また、撮像制御部５は、撮像部３により被写体を撮像する際の撮像条件を自動的に調整
する撮像条件調整部５ｃを備えている。
　撮像条件調整部５ｃは、撮像条件調整手段として、撮像部３が有するレンズ部３ａの合
焦位置を調整するＡＦ（自動合焦）処理を行うＡＦ処理部ｃ１や、撮像部３の露出条件を
調整するＡＥ（自動露出）処理を行うＡＥ処理部ｃ２、撮像部３により撮像される画像デ
ータのホワイトバランスを調整するＡＷＢ（自動ホワイトバランス）処理を行うＡＷＢ処
理部ｃ３等を備えている。
【００２６】
　具体的には、撮像条件調整部５ｃは、撮像部３の撮像条件の調整として、予備調整と、
高精度調整と、高速調整とを行う。
【００２７】
　撮像条件調整部５ｃによる予備調整、即ち、撮像部３の撮像条件の予備調整は、ユーザ
による操作入力部２の所定操作に基づいて撮像モードが設定されて撮像待機状態となった
時点から、ユーザによりシャッターボタン２ａが操作されるまでの間、表示部１１にライ
ブビュー画像を表示するために行われる。ここで、撮像待機状態とは、ユーザによるシャ
ッターボタン２ａ操作を待機している状態である。
　また、撮像条件調整部５ｃによる高精度調整、即ち、撮像部３の撮像条件の高精度調整
は、ユーザによりシャッターボタン２ａが半押し操作された場合や、ユーザによりシャッ
ターボタン２ａが半押し操作されることなく一気に全押し操作された際であってもユーザ
が撮像操作を急いで行っていないと判断された場合に行われる。
　また、撮像条件調整部５ｃによる高速調整、即ち、撮像部３の撮像条件の高速調整は、
ユーザによりシャッターボタン２ａが半押し操作されることなく一気に全押し操作されて
ユーザが撮像操作を急いで行ったと判断された場合に行われる。
【００２８】
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　ＡＦ処理部ｃ１は、例えば、フォーカスモータ等の駆動源と、中央制御部１からの制御
信号に従って駆動源を駆動させるドライバ等（何れも図示略）を具備している。そして、
ＡＦ処理部ｃ１は、ＡＦ処理として、第２合焦処理よりも合焦精度が高い第１合焦処理と
、第１合焦処理よりも処理速度が速い第２合焦処理とを実行可能に構成されている。
【００２９】
　このように、ＡＦ処理部ｃ１は、撮像部３が有するレンズ部３ａの合焦位置を調整する
合焦手段を構成している。
　なお、ＡＦ処理部ｃ１は、レンズ部３ａに代えて、電子撮像部３ｂを光軸方向に移動さ
せてレンズ部３ａの合焦位置を調整するようにしても良い。
【００３０】
　ＡＥ処理部ｃ２は、撮像部３及び撮像制御部５による被写体の撮像の際の露出条件を逐
次設定するＡＥ（自動露出）処理を行う。即ち、ＡＥ処理部ｃ２は、所定の測光方式（例
えば、中央重点測光方式等）に従って各画像フレームの明るさを逐次検出し、所定のプロ
グラム線図に基づいて適正露出となるように、電子撮像部３ｂのシャッター速度や信号増
幅率（ＩＳＯ感度）、絞りの絞り数値等を調整して、所定の制御信号を電子撮像部３ｂや
絞りに出力する。
　そして、ＡＥ処理部ｃ２は、ＡＥ処理として、予備露出調整処理と、第２露出調整処理
よりも露出調整精度が高い第１露出調整処理と、第１露出調整処理よりも処理速度が速い
第２露出調整処理とを実行可能に構成されている。
【００３１】
　ここで、予備露出調整処理は、撮像部３の撮像条件の予備調整の際に実行されるＡＥ処
理である。
　具体的には、ＡＥ処理部ｃ２は、例えば、ＡＦ処理部ｃ１により第１合焦処理も第２合
焦処理も実行されていない状態で、撮像部３により生成される各画像フレームの明るさを
検出して撮像部３の適正露出値を決定することによって、撮像部３の露出条件を調整する
予備露出調整処理を行う。
　このように、ＡＥ処理部ｃ２は、撮像部３の露出条件を調整する露出調整手段を構成し
ている。
【００３２】
　ＡＷＢ処理部ｃ３は、各画像フレームから検出された所定領域のグレー成分の色を基準
として、画像データ生成部４による画像フレームの各画素のＲＧＢの各色成分のゲイン量
を調整するＡＷＢ（自動ホワイトバランス）処理を行う。
　そして、ＡＷＢ処理部ｃ３は、ＡＷＢ処理として、予備ホワイトバランス調整処理と、
第２ホワイトバランス調整処理よりもホワイトバランス調整精度が高い第１ホワイトバラ
ンス調整処理と、第１ホワイトバランス調整処理よりも処理速度が速い第２ホワイトバラ
ンス調整処理とを実行可能に構成されている。
【００３３】
　ここで、予備ホワイトバランス調整処理は、撮像部３の撮像条件の予備調整の際に実行
されるＡＷＢ処理である。
　具体的には、ＡＷＢ処理部ｃ３は、例えば、ＡＦ処理部ｃ１により第１合焦処理も第２
合焦処理も実行されていない状態で、撮像部３により生成される各画像フレームから検出
された所定領域のグレー成分の色を基準として、撮像部３により撮像される画像データの
適正ホワイトバランス値を決定することによって、撮像部３により撮像される画像データ
のホワイトバランスを調整する予備ホワイトバランス調整処理を行う。
　このように、ＡＷＢ処理部ｃ３は、撮像部３により撮像される画像データのホワイトバ
ランスを調整するホワイトバランス調整手段を構成している。
【００３４】
　また、撮像制御部５は、調整制御部５ｄを具備している。
　即ち、調整制御部５ｄは、急ぎ判断部５ｂによりユーザが撮像操作を急いで行っていな
いと判断された場合には、撮像条件調整部５ｃに含まれるＡＦ処理部ｃ１、ＡＥ処理部ｃ
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２、ＡＷＢ処理部ｃ３に第２調整処理よりも撮像条件の調整精度が高い第１調整処理を実
行させる。一方、調整制御部５ｄは、急ぎ判断部５ｂによりユーザが撮像操作を急いで行
ったと判断された場合には、撮像条件調整部５ｃに含まれるＡＦ処理部ｃ１、ＡＥ処理部
ｃ２、ＡＷＢ処理部ｃ３に第１調整処理よりも処理速度が速い第２調整処理を実行させる
。
【００３５】
　第１調整処理とは、撮像部３により被写体を撮像する際の撮像条件を、第２調整処理よ
りも高精度に調整する処理である。
　第２調整処理とは、撮像部３により被写体を撮像する際の撮像条件を、第１調整処理よ
りも高速に調整する処理である。
【００３６】
　具体的には、調整制御部５ｄは、第１調整処理として、ＡＦ処理部ｃ１に第１合焦処理
を、ＡＥ処理部ｃ２に第１露出条件調整処理を、ＡＷＢ処理部ｃ３に第１ホワイトバラン
ス調整処理を実行させる。
【００３７】
　ここで、第１合焦処理は、撮像部３の撮像条件の高精度調整の際に実行されるＡＦ処理
である。
　具体的には、ＡＦ処理部ｃ１は、第１合焦処理にて、例えば、コントラストＡＦを行う
。即ち、ＡＦ処理部ｃ１は、例えば、撮像部３が有するフォーカスレンズ等の合焦用レン
ズを光軸方向に沿って一方のレンズ端から他方のレンズ端まで所定の間隔で移動させなが
ら、電子撮像部３ｂが有するイメージセンサにて画像信号を順次取り込んでいく。そして
、ＡＦ処理部ｃ１は、測距エリア内においてコントラスト比が最も高い画像が得られる光
軸上の合焦用レンズの位置を被写体に対する合焦位置とみなし、その位置に合焦用レンズ
を合わせることによって、レンズ部３ａの合焦位置を調整する。
【００３８】
　なお、第１合焦処理は、合焦用レンズを一方のレンズ端から他方のレンズ端まで移動さ
せて、レンズ部３ａの合焦位置を調整する処理に限定されるものではない。即ち、ＡＦ処
理部ｃ１は、例えば、合焦用レンズを一方のレンズ端から他方のレンズ端まで移動させる
間にコントラスト比のピークが検出できた場合には、その時点で、コントラスト比がピー
クとなる光軸上の合焦用レンズの位置を被写体に対する合焦位置とみなし、その位置に合
焦用レンズを合わせることによって、レンズ部３ａの合焦位置を調整しても良い。
【００３９】
　また、第１露出調整処理は、撮像部３の撮像条件の高精度調整の際に実行されるＡＥ処
理である。
　具体的には、ＡＥ処理部ｃ２は、例えば、ＡＦ処理部ｃ１による第１合焦処理により撮
像部３が有するレンズ部３ａの合焦位置が調整された状態で、撮像部３により生成される
各画像フレームの明るさを検出して撮像部３の適正露出値を決定することによって、撮像
部３の露出条件を調整する第１露出調整処理を行う。このとき、ＡＥ処理部ｃ２は、第１
合焦処理にてピントの合っている測距エリア（例えば、画像フレームの略中央部に位置す
る測距エリア）に対応する測光エリア内の明るさを検出し、当該測光エリア内の明るさを
基準として撮像部３の適正露出値を決定しても良い。
【００４０】
　また、第１ホワイトバランス調整処理は、撮像部３の撮像条件の高精度調整の際に実行
されるＡＷＢ処理である。
　具体的には、ＡＷＢ処理部ｃ３は、例えば、ＡＦ処理部ｃ１による第１合焦処理により
撮像部３が有するレンズ部３ａの合焦位置が調整された状態や、ＡＥ処理部ｃ２による第
１露出調整処理により撮像部３の露出条件が調整された状態で、撮像部３により生成され
る各画像フレームから検出された所定領域のグレー成分の色を基準として、撮像部３によ
り撮像される画像データの適正ホワイトバランス値を決定することによって、撮像部３に
より撮像される画像データのホワイトバランスを調整する第１ホワイトバランス調整処理
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を行う。
【００４１】
　また、調整制御部５ｄは、第２調整処理として、ＡＦ処理部ｃ１に第２合焦処理を、Ａ
Ｅ処理部ｃ２に第２露出条件調整処理を、ＡＷＢ処理部ｃ３に第２ホワイトバランス調整
処理を実行させる。
【００４２】
　ここで、第２合焦処理は、撮像部３の撮像条件の高速調整の際に実行されるＡＦ処理で
ある。
　具体的には、ＡＦ処理部ｃ１は、第２合焦処理にて、例えば、パンフォーカスを行う。
即ち、ＡＦ処理部ｃ１は、例えば、被写界深度が最も深くなるように予め設定されている
パンフォーカス用のフォーカス位置に合焦用レンズを合わせることによって、レンズ部３
ａの合焦位置を調整する。したがって、第２合焦処理では、コントラスト比が最も高い画
像が得られる光軸上の合焦用レンズの位置を探索する動作等が省略されるので、第１合焦
処理よりも処理速度が速くなる。
【００４３】
　また、第２露出調整処理は、撮像部３の撮像条件の高速調整の際に実行されるＡＥ処理
である。
　具体的には、ＡＥ処理部ｃ２は、例えば、当該第２露出調整処理に切り替える前に決定
済みの適正露出値を設定することによって、撮像部３の露出条件を調整する第２露出調整
処理を行う。具体的には、急ぎ判断部５ｂによりシャッターボタン２ａが一気に全押し操
作されてユーザが撮像操作を急いで行ったと判断されると、ＡＥ処理部ｃ２は、ＡＥ処理
を予備露出調整処理から第２露出調整処理に切り替えて実行する。そして、ＡＥ処理部ｃ
２は、第２露出調整処理を実行して、当該第２露出調整処理に切り替える前に実行してい
た予備露出調整処理で決定済みの適正露出値を設定する。したがって、第２露出調整処理
では、適正露出値を決定する動作等が省略されるので、第１露出調整処理よりも処理速度
が速くなる。
【００４４】
　また、第２ホワイトバランス調整処理は、撮像部３の撮像条件の高速調整の際に実行さ
れるＡＷＢ処理である。
　具体的には、ＡＷＢ処理部ｃ３は、例えば、当該第２ホワイトバランス調整処理に切り
替える前に決定済みの適正ホワイトバランス値を設定することによって、撮像部３により
撮像される画像データのホワイトバランスを調整する第２ホワイトバランス調整処理を行
う。具体的には、急ぎ判断部５ｂによりシャッターボタン２ａが一気に全押し操作されて
ユーザが撮像操作を急いで行ったと判断されると、ＡＷＢ処理部ｃ３は、ＡＷＢ処理を予
備ホワイトバランス調整処理から第２ホワイトバランス調整処理に切り替えて実行する。
そして、ＡＷＢ処理部ｃ３は、第２ホワイトバランス調整処理を実行して、当該第２ホワ
イトバランス調整処理に切り替える前に実行していた予備ホワイトバランス調整処理で決
定済みの適正ホワイトバランス値を設定する。したがって、第２ホワイトバランス調整処
理では、適正ホワイトバランス値を決定する動作等が省略されるので、第１ホワイトバラ
ンス調整処理よりも処理速度が速くなる。
【００４５】
　このように、調整制御部５ｄは、急ぎ判断部５ｂによりユーザが撮像操作を急いで行っ
ていないと判断された場合には、撮像条件調整部５ｃに第１調整処理を実行させ、一方、
急ぎ判断部５ｂによりユーザが撮像操作を急いで行ったと判断された場合には、撮像条件
調整部５ｃに第１調整処理よりも処理速度が速い第２調整処理を実行させる調整制御手段
を構成している。
【００４６】
　計時部６は、計時手段として、ユーザにより当該装置本体が所定操作された時点から経
過する時間を計時する。具体的には、計時部６は、専用の集積回路、当該集積回路を駆動
する電池等を備え、ユーザによる操作入力部２の所定操作に基づいて、中央制御部１から
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の制御信号に従って当該装置本体が起動した時点からの経過時間を計時する。
【００４７】
　メモリ７は、例えば、ＤＲＡＭ（Dynamic Random Access Memory）等により構成され、
中央制御部１、撮像制御部５、画像処理部８等によって処理されるデータ等を一時記憶す
る。
【００４８】
　画像処理部８は、メモリ７から画像データを取得して、当該画像データに対する所定の
画像処理を行う。
【００４９】
　記録媒体制御部９は、記録媒体Ｍが着脱自在に構成され、装着された記録媒体Ｍからの
データの読み出しや記録媒体Ｍに対するデータの書き込みを制御する。
　即ち、記録媒体制御部９は、画像処理部８の符号化部（図示略）により所定の圧縮形式
（例えば、ＪＰＥＧ形式等）で符号化された記録用の画像データを記録媒体Ｍに記録させ
る。
　なお、記録媒体Ｍは、例えば、不揮発性メモリ（フラッシュメモリ）等により構成され
るが、一例であってこれに限られるものではなく、適宜任意に変更可能である。
【００５０】
　表示制御部１０は、メモリ７に一時的に記憶されている表示用の画像データを読み出し
て表示部１１に表示させる制御を行う。
　具体的には、表示制御部１０は、ＶＲＡＭ（Video Random Access Memory）、ＶＲＡＭ
コントローラ、デジタルビデオエンコーダ等を備えている。そして、デジタルビデオエン
コーダは、中央制御部１の制御下にてメモリ７から読み出されてＶＲＡＭ（図示略）に記
憶されている輝度信号Ｙ及び色差信号Ｃｂ，Ｃｒを、ＶＲＡＭコントローラを介してＶＲ
ＡＭから定期的に読み出して、これらのデータを元にビデオ信号を発生して表示部１１に
出力する。
【００５１】
　表示部１１は、例えば、液晶表示パネルであり、表示制御部１０からのビデオ信号に基
づいて電子撮像部３ｂにより撮像された画像などを表示画面に表示する。具体的には、表
示部１１は、静止画撮像モードや動画撮像モードにて、撮像部３及び撮像制御部５による
被写体の撮像により生成された複数の画像フレームを所定のフレームレートで逐次更新し
ながらライブビュー画像を表示する。また、表示部１１は、静止画として記録される画像
（レックビュー画像）を表示したり、動画として記録中の画像を表示する。
【００５２】
　次に、撮像装置１００による撮像処理について図２を参照して説明する。
　図２は、撮像処理に係る動作の一例を示すフローチャートである。
【００５３】
　図２に示すように、先ず、ユーザによる操作入力部２の所定操作に基づいて、当該装置
本体が起動すると（ステップＳ１）、計時部６は、計時を開始する（ステップＳ２）。こ
れにより、計時部６によって、当該装置本体が起動した時点からの経過時間が計時される
。
【００５４】
　次に、ユーザによる操作入力部２の所定の操作に基づいて、複数の動作モードの中から
撮像モードが選択されると、中央制御部１は、当該撮像モードに応じた動作状態に各部を
設定して、当該装置本体を撮像待機状態にする（ステップＳ３）。
　次に、表示制御部１０に、撮像部３及び撮像制御部５による被写体の撮像により画像デ
ータ生成部４により生成された複数の画像フレームに基づいてライブビュー画像を表示部
１１の表示画面に表示させる（ステップＳ４）。また、撮像条件調整部５ｃは、撮像部３
の撮像条件の予備調整を行う予備調整処理を実行する（ステップＳ５）。この予備調整処
理では、ＡＥ処理部ｃ２による予備露出調整処理や、ＡＷＢ処理部ｃ３による予備ホワイ
トバランス調整処理等が実行される。
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【００５５】
　次に、中央制御部１は、操作入力部２からの操作信号に基づいて、ユーザによりシャッ
ターボタン２ａが操作されたか否かを判定する（ステップＳ６）。
　ステップＳ６にて、シャッターボタン２ａが操作されていないと判定されると（ステッ
プＳ６；ＮＯ）、中央制御部１は、処理をステップＳ５に戻し、撮像条件調整部５ｃは、
撮像部３の撮像条件の予備調整を行う予備調整処理を繰り返し実行する。
　一方、ステップＳ６にて、シャッターボタン２ａが操作されたと判定されると（ステッ
プＳ６；ＹＥＳ）、中央制御部１は、当該シャッターボタン２ａの操作状態に応じて処理
を分岐させる（ステップＳ７）。具体的には、中央制御部１は、シャッターボタン２ａが
半押し操作されたと判定した場合には（ステップＳ７；半押し）、処理をステップＳ８に
移行させる。一方、中央制御部１は、シャッターボタン２ａが半押し操作されることなく
一気に全押し操作されたと判定した場合には（ステップＳ８；一気に全押し）、処理をス
テップＳ１１に移行させる。
【００５６】
　シャッターボタン２ａが半押し操作されたと判定されると（ステップＳ７；半押し）、
撮像条件調整部５ｃは、撮像部３の撮像条件の高精度調整を行う通常調整処理、即ち、第
１調整処理を開始する（ステップＳ８）。この通常調整処理では、ＡＦ処理部ｃ１によっ
て第２合焦処理よりも合焦精度が高い第１合焦処理や、ＡＥ処理部ｃ２によって第２露出
調整処理よりも露出調整精度が高い第１露出調整処理、ＡＷＢ処理部ｃ３によって第２ホ
ワイトバランス調整処理よりもホワイトバランス調整精度が高い第１ホワイトバランス調
整処理等が実行される。
【００５７】
　次に、中央制御部１は、操作入力部２からの操作信号に基づいて、ユーザによりシャッ
ターボタン２ａが全押し操作されたか否かを判定する（ステップＳ９）。
　ステップＳ９にて、シャッターボタン２ａが全押し操作されていないと判定されると（
ステップＳ９；ＮＯ）、中央制御部１は、ステップＳ９の処理を繰り返して行う。
　一方、ステップＳ９にて、シャッターボタン２ａが全押し操作されたと判定されると（
ステップＳ９；ＹＥＳ）、中央制御部１は、ステップＳ８で開始された通常調整処理（第
１調整処理）が完了した後に、当該装置本体の各部の動作を制御して被写体を撮像させる
（ステップＳ１０）。具体的には、撮像制御部５は、通常調整処理に従って調整された合
焦レンズの合焦位置や露出条件（シャッター速度、絞り、増幅率等）やホワイトバランス
等の条件で、被写体の光学像を電子撮像部３ｂにより撮像させ、画像データ生成部４は、
電子撮像部３ｂから転送された被写体のＹＵＶデータを生成し、記録媒体制御部９は、記
録媒体Ｍの所定の記憶領域に、被写体のＹＵＶデータを各種撮像条件（当該画像の明るさ
、コントラスト、色調等）がＥｘｉｆ情報として付帯されたＥｘｉｆ形式の画像ファイル
として記録させる。
【００５８】
　一方、シャッターボタン２ａが半押し操作されることなく一気に全押し操作されたと判
定されると（ステップＳ７；一気に全押し）、操作状態取得部５ａは、計時部６により計
時された当該装置本体が起動した時点からシャッターボタン２ａが一気に全押し操作され
るまでに要した所要時間を取得する（ステップＳ１１）。
【００５９】
　次に、急ぎ判断部５ｂは、操作状態取得部５ａにより取得された所要時間が所定時間未
満であるか否かを判定する（ステップＳ１２）。
　具体的には、急ぎ判断部５ｂは、操作状態取得部５ａにより取得された所要時間が所定
時間未満であると判定した場合には、ユーザが撮像操作を急いで行ったと判断、即ち、ユ
ーザが意図してシャッターボタン２ａを一気に全押し操作したと判断する。一方、操作状
態取得部５ａにより取得された所要時間が所定時間未満でないと判定した場合には、ユー
ザが撮像操作を急いで行っていないと判断、即ち、ユーザが意図せずにシャッターボタン
２ａを一気に全押し操作したと判断する。
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【００６０】
　ステップＳ１２にて、所要時間が所定時間未満でないと判定されると（ステップＳ１２
；ＮＯ）、即ち、ユーザが撮像操作を急いで行っていないと判断されると、撮像条件調整
部５ｃは、撮像部３の撮像条件の高精度調整を行う通常調整処理、即ち、第１調整処理を
開始する（ステップＳ１３）。ここでの通常調整処理は、上記したステップＳ８における
通常調整処理と略同様であり、その詳細な説明は省略する。
　次に、中央制御部１は、ステップＳ１３で開始された通常調整処理（第１調整処理）が
完了した後に、当該装置本体の各部の動作を制御して被写体を撮像させる（ステップＳ１
０）。
【００６１】
　一方、ステップＳ１２にて、所要時間が所定時間未満であると判定されると（ステップ
Ｓ１２；ＹＥＳ）、即ち、ユーザが撮像操作を急いで行ったと判断されると、撮像条件調
整部５ｃは、撮像部３の撮像条件の高速調整を行う高速調整処理、即ち、第２調整処理を
開始する（ステップＳ１４）。この高速調整処理では、ＡＦ処理部ｃ１によって第１合焦
処理よりも処理速度が速い第２合焦処理や、ＡＥ処理部ｃ２によって第１露出調整処理よ
りも処理速度が速い第２露出調整処理、ＡＷＢ処理部ｃ３によって第１ホワイトバランス
調整処理よりも処理速度が速い第２ホワイトバランス調整処理等が実行される。
　次に、中央制御部１は、ステップＳ１４で開始された高速調整処理（第２調整処理）が
完了した後に、当該装置本体の各部の動作を制御して被写体を撮像させる（ステップＳ１
０）。具体的には、撮像制御部５は、高速調整処理に従って調整された合焦レンズの合焦
位置や露出条件（シャッター速度、絞り、増幅率等）やホワイトバランス等の条件で、被
写体の光学像を電子撮像部３ｂにより撮像させ、画像データ生成部４は、電子撮像部３ｂ
から転送された被写体のＹＵＶデータを生成し、記録媒体制御部９は、記録媒体Ｍの所定
の記憶領域に、被写体のＹＵＶデータを各種撮像条件（当該画像の明るさ、コントラスト
、色調等）がＥｘｉｆ情報として付帯されたＥｘｉｆ形式の画像ファイルとして記録させ
る。
【００６２】
　以上のように、本実施形態の撮像装置１００によれば、シャッターボタン２ａがユーザ
により半押し操作されることなく一気に全押し操作された場合に、急ぎ判断部５ｂは、操
作状態情報に基づいて、ユーザがシャッターボタン２ａを用いた撮像操作を急いで行った
か否かを判断し、調整制御部５ｄは、ユーザが撮像操作を急いで行っていないと判断され
た場合には、撮像条件調整部５ｃに撮像部３の撮像条件を調整するための処理として第２
調整処理よりも撮像条件の調整精度が高い第１調整処理を実行させ、一方、ユーザが撮像
操作を急いで行ったと判断された場合には、撮像条件調整部５ｃに撮像部３の撮像条件を
調整するための処理として第１調整処理よりも処理速度が速い第２調整処理を実行させる
。
　即ち、シャッターボタン２ａがユーザにより半押し操作されることなく一気に全押し操
作された場合でも、ユーザが撮像操作を急いで行っていないと判断したときには、撮像装
置１００は、ユーザが意図せずにシャッターボタン２ａを一気に全押し操作したと判断し
て、第２調整処理よりも撮像条件の調整精度が高い第１調整処理を実行し、高品質な画像
を撮像する。一方、シャッターボタン２ａがユーザにより半押し操作されることなく一気
に全押し操作されてユーザが撮像操作を急いで行ったと判断したときには、撮像装置１０
０は、ユーザが意図してシャッターボタン２ａを一気に全押し操作したと判断して、第１
調整処理よりも処理速度が速い第２調整処理を実行し、シャッターチャンスを逃してしま
うことを防止する。したがって、シャッターボタン２ａが一気に全押し操作された場合に
、ユーザの意向を反映した適切な撮像動作を行うことができる。
【００６３】
　具体的には、急ぎ判断部５ｂは、当該装置本体が起動した時点からシャッターボタン２
ａが一気に全押し操作されるまでに要した所要時間が所定時間未満でない場合に、ユーザ
が撮像操作を急いで行っていないと判断し、当該装置本体が起動した時点からシャッター
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ボタン２ａが一気に全押し操作されるまでに要した所要時間が所定時間未満である場合に
は、ユーザが撮像操作を急いで行ったと判断する。したがって、当該装置本体が起動した
時点からシャッターボタン２ａが一気に全押し操作されるまでに要した所要時間を基準と
して、ユーザが撮像操作を急いで行ったか否かを的確に判断することができる。
【００６４】
　また、調整制御部５ｄは、ユーザが撮像操作を急いで行っていないと判断された場合に
は、ＡＦ処理部ｃ１に第１調整処理として第２合焦処理よりも合焦精度が高い第１合焦処
理を実行させ、一方、ユーザが撮像操作を急いで行ったと判断された場合には、ＡＦ処理
部ｃ１に第２調整処理として第１合焦処理よりも処理速度が速い第２合焦処理を実行させ
る。
　したがって、ユーザが意図せずにシャッターボタン２ａを一気に全押し操作したと判断
した場合には、ユーザの意向を反映して、撮影の迅速性よりも合焦精度を優先した撮像動
作を行うことができる。一方、ユーザが意図してシャッターボタン２ａを一気に全押し操
作したと判断した場合には、ユーザの意向を反映して、合焦精度よりも撮影の迅速性を優
先した撮像動作を行うことができる。
【００６５】
　また、調整制御部５ｄは、ユーザが撮像操作を急いで行っていないと判断された場合に
は、ＡＥ処理部ｃ２に第１調整処理として第２露出調整処理よりも露出調整精度が高い第
１露出調整処理を実行させ、一方、ユーザが撮像操作を急いで行ったと判断された場合に
は、ＡＥ処理部ｃ２に第２調整処理として第１露出調整処理よりも処理速度が速い第２露
出調整処理を実行させる。
　したがって、ユーザが意図せずにシャッターボタン２ａを一気に全押し操作したと判断
した場合には、ユーザの意向を反映して、撮影の迅速性よりも露出調整精度を優先した撮
像動作を行うことができる。一方、ユーザが意図してシャッターボタン２ａを一気に全押
し操作したと判断した場合には、ユーザの意向を反映して、露出調整精度よりも撮影の迅
速性を優先した撮像動作を行うことができる。
【００６６】
　また、調整制御部５ｄは、ユーザが撮像操作を急いで行っていないと判断された場合に
は、ＡＷＢ処理部ｃ３に第１調整処理として第２ホワイトバランス調整処理よりもホワイ
トバランス調整精度が高い第１ホワイトバランス調整処理を実行させ、一方、ユーザが撮
像操作を急いで行ったと判断された場合には、ＡＷＢ処理部ｃ３に第２調整処理として第
１ホワイトバランス調整処理よりも処理速度が速い第２ホワイトバランス調整処理を実行
させる。
　したがって、ユーザが意図せずにシャッターボタン２ａを一気に全押し操作したと判断
した場合には、ユーザの意向を反映して、撮影の迅速性よりもホワイトバランス調整精度
を優先した撮像動作を行うことができる。一方、ユーザが意図してシャッターボタン２ａ
を一気に全押し操作したと判断した場合には、ユーザの意向を反映して、ホワイトバラン
ス調整精度よりも撮影の迅速性を優先した撮像動作を行うことができる。
【００６７】
　なお、本発明は、上記実施形態に限定されることなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲
において、種々の改良並びに設計の変更を行っても良い。
【００６８】
　例えば、上記実施形態では、ユーザが撮像操作を急いで行ったと判断された場合に実行
する第２調整処理として、パンフォーカス撮影用の調整処理を実行するように構成したが
、当該第２調整処理はこれに限定されるものではなく、第１調整処理よりも処理速度が速
い処理であれば、適宜任意に変更可能である。
　具体的には、ＡＦ処理部ｃ１により第２調整処理として実行される第２合焦処理は、パ
ンフォーカスによるＡＦを実行する処理に限定されるものではなく、第１合焦処理よりも
処理速度が速い処理であれば、処理の内容は適宜任意に変更可能である。例えば、第２合
焦処理は、第１合焦処理の場合よりも合焦用レンズの移動量や移動速度を大きくした状態
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でコントラストＡＦを実行する処理であっても良いし、第１合焦処理の場合よりも合焦用
レンズの移動範囲を狭くした状態でコントラストＡＦを実行する処理であっても良い。
【００６９】
　また、ＡＥ処理部ｃ２により第２調整処理として実行される第２露出調整処理は、当該
第２露出調整処理に切り替える前に決定された適正露出値を設定することによって、撮像
部３の露出条件を調整する処理に限定されるものではなく、第１露出調整処理よりも処理
速度が速い処理であれば、処理の内容は適宜任意に変更可能である。例えば、第２露出調
整処理は、第１露出調整処理で行う制御のうちの何れかを省略する処理であっても良い。
具体的には、例えば、撮像部３が絞りを備えている場合、第２露出調整処理は、第１露出
調整処理の１つである絞り制御を省略する処理であっても良い。
　また、ＡＥ処理部ｃ２は、第２露出調整処理として、被写界深度が最も深くなるように
絞りの値を設定するとともに、当該絞りの値に応じて電子撮像部３ｂの露光時間及びＩＳ
Ｏ感度を決定しても良い。
【００７０】
　また、ＡＷＢ処理部ｃ３により第２調整処理として実行される第２ホワイトバランス調
整処理は、当該第２ホワイトバランス調整処理に切り替える前に決定された適正ホワイト
バランス値を設定することによって、撮像部３により撮像される画像データのホワイトバ
ランスを調整する処理に限定されるものではなく、第１ホワイトバランス調整処理よりも
処理速度が速い処理であれば、処理の内容は適宜任意に変更可能である。例えば、第２ホ
ワイトバランス調整処理は、第１ホワイトバランス調整処理では７つ程度のパターンの中
から適したパターンのホワイトバランス値を選択するが、これを３つ程度の代表的なパタ
ーンの中から適したパターンのホワイトバランス値を選択する処理であっても良い。
【００７１】
　また、上記実施形態では、第１調整処理として、ＡＦ処理部ｃ１による第１合焦処理と
、ＡＥ処理部ｃ２による第１露出調整処理と、ＡＷＢ処理部ｃ３による第１ホワイトバラ
ンス調整処理との３つの処理を実行するように構成したが、これに限定されるものではな
く、第１調整処理は、第２調整処理よりも撮像条件の調整精度が高い処理であれば、適宜
任意に変更可能である。例えば、第１調整処理は、これら３つの処理のうちの何れかのみ
を行うものであっても良いし、これら３つの処理のうちの何れかとこれら３つの処理以外
の撮像条件調整処理とを行うものであっても良い。
【００７２】
　また、第２調整処理も同様、ＡＦ処理部ｃ１による第２合焦処理と、ＡＥ処理部ｃ２に
よる第２露出調整処理と、ＡＷＢ処理部ｃ３による第２ホワイトバランス調整処理との３
つの処理を実行する処理に限定されるものではなく、第２調整処理は、第１調整処理より
も処理速度が速い処理であれば、適宜任意に変更可能である。例えば、第２調整処理は、
これら３つの処理のうちの何れかのみを行うものであっても良いし、これら３つの処理の
うちの何れかとこれら３つの処理以外の撮像条件調整処理とを行うものであっても良い。
【００７３】
　また、上記実施形態では、計時部６によって、当該装置本体が起動した時点からの経過
時間を計時するように構成したが、これに限定されるものではない。計時部６は、ユーザ
により当該装置本体が所定操作された時点からの経過時間を計時するものであれば、例え
ば、ユーザによる操作入力部２の所定操作に基づいて、撮像モードが設定された時点から
の経過時間等を計時するように構成することも可能である。
　計時部６が、撮像モードが設定された時点からの経過時間を計時する場合、図２に示す
撮像処理では、撮像装置の起動（ステップＳ１）の後に計時を開始するのではなく、ステ
ップＳ２とステップＳ３の処理を入れ替えて、撮像モードの設定（ステップＳ３）の後に
計時を開始することになる。また、この場合、急ぎ判断部５ｂは、撮像モードが設定され
た時点からシャッターボタン２ａが一気に全押し操作されるまでに要した所要時間が所定
時間未満であるか否かに応じてユーザが撮像操作を急いで行ったか否かを判断することに
なる。
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【００７４】
　また、上記実施形態では、操作状態情報として、計時部６により計時された当該装置本
体が所定操作された時点からシャッターボタン２ａが一気に全押し操作されるまでに要し
た所要時間を取得し、当該取得した所要時間に基づいてユーザが撮像操作を急いで行った
か否かを判断するように構成したが、これに限定されるものではない。ユーザが撮像操作
を急いで行ったか否かを判断するための操作状態情報は、ユーザによる当該装置本体の操
作状態に関連する情報であれば、適宜任意に変更可能であり、手ぶれの有無やシャッター
ボタン２ａの操作間隔等であっても良い。
　具体的には、手ぶれの有無に基づいて急いでいるか否かを判断する場合、例えば、手ぶ
れ量が所定の閾値以上であれば急いでいると判断し、手ぶれ量が所定の閾値未満であれば
急いでいないと判断する。また、シャッターボタン２ａの操作間隔に基づいて急いでいる
か否かを判断する場合、例えば、シャッターボタン２ａの操作間隔が所定の閾値未満であ
れば撮像装置１００の操作に慣れているユーザによる操作であると判断して急いでいると
判断し、シャッターボタン２ａの操作間隔が所定の閾値以上であれば撮像装置１００の操
作に不慣れなユーザによる操作であると判断して急いでいないと判断する。
【００７５】
　また、取得される操作状態情報は、上記したものを複数組み合わせたものであっても良
い。具体的には、例えば、計時部６により計時された所要時間と、手ぶれの有無とを操作
状態情報として取得しても良い。また、この場合、例えば、取得した各操作状態情報を閾
値以上か閾値未満かに応じてそれぞれ得点化し、得点の合計に基づきユーザが撮像操作を
急いでいるか否かを判断するように構成することが可能となる。
　また、ユーザによる当該装置本体の操作状態に関連する操作状態情報に加えて、或いは
、操作状態情報に代えて、被写体の動きの大小や被写体の遠近に基づいて、ユーザが撮像
操作を急いでいるか否かを判断するように構成することも可能である。
【００７６】
　また、撮像装置１００の構成は、上記実施形態に例示したものは一例であり、これに限
られるものではない。
【００７７】
　加えて、上記実施形態にあっては、中央制御部１の制御下にて、撮像条件調整部５ｃ、
操作状態取得部５ａ、急ぎ判断部５ｂ、調整制御部５ｄ等が駆動することにより実現され
る構成としたが、これに限られるものではなく、中央制御部１によって所定のプログラム
等が実行されることにより実現される構成としても良い。
　即ち、プログラムを記憶するプログラムメモリ（図示略）に、撮像条件調整処理ルーチ
ン、取得処理ルーチン、判断処理ルーチン、調整制御処理ルーチンを含むプログラムを記
憶しておく。そして、撮像条件調整処理ルーチンにより中央制御部１のＣＰＵを、被写体
を撮像する際の撮像条件を自動的に調整するように機能させても良い。また、取得処理ル
ーチンにより中央制御部１のＣＰＵを、シャッターボタンがユーザにより半押し操作され
ることなく一気に全押し操作された場合に、ユーザによる当該装置本体の操作状態に関連
する操作状態情報を取得するように機能させても良い。また、判断処理ルーチンにより中
央制御部１のＣＰＵを、取得された操作状態情報に基づいて、ユーザがシャッターボタン
を用いた撮像操作を急いで行ったか否かを判断するように機能させても良い。また、調整
制御処理ルーチンにより中央制御部１のＣＰＵを、撮像操作を急いで行っていないと判断
された場合には、第１調整処理を実行させ、撮像操作を急いで行ったと判断された場合に
は、第１調整処理よりも処理速度が速い第２調整処理を実行させるように機能させても良
い。
【００７８】
　同様に、他の処理についても、中央制御部１のＣＰＵによって所定のプログラム等が実
行されることにより実現される構成としても良い。
【００７９】
　さらに、上記の各処理を実行するためのプログラムを格納したコンピュータ読み取り可
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能な媒体として、ＲＯＭやハードディスク等の他、フラッシュメモリ等の不揮発性メモリ
、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬型記録媒体を適用することも可能である。また、プログラムのデ
ータを所定の通信回線を介して提供する媒体としては、キャリアウェーブ（搬送波）も適
用される。
【００８０】
　本発明の実施形態を説明したが、本発明の範囲は、上述の実施の形態に限定するもので
はなく、特許請求の範囲に記載された発明の範囲とその均等の範囲を含む。
　以下に、この出願の願書に最初に添付した特許請求の範囲に記載した発明を付記する。
付記に記載した請求項の項番は、この出願の願書に最初に添付した特許請求の範囲の通り
である。
〔付記〕
　＜請求項１＞
　撮像手段を備える撮像装置であって、
　ユーザによる半押し操作と全押し操作が実行可能なシャッターボタンと、
　前記撮像手段により被写体を撮像する際の撮像条件を自動的に調整する撮像条件調整手
段と、
　前記シャッターボタンがユーザにより一気に全押し操作された場合に、ユーザによる当
該装置本体の操作状態に関連する操作状態情報を取得する取得手段と、
　この取得手段により取得された操作状態情報に基づいて、ユーザが前記シャッターボタ
ンを用いた撮像操作を急いで行ったか否かを判断する判断手段と、
　この判断手段により前記撮像操作を急いで行っていないと判断された場合には、前記撮
像条件調整手段に第１調整処理を実行させ、一方、前記判断手段により前記撮像操作を急
いで行ったと判断された場合には、前記撮像条件調整手段に前記第１調整処理よりも処理
速度が速い第２調整処理を実行させる調整制御手段と、
　を備えたことを特徴とする撮像装置。
　＜請求項２＞
　ユーザにより当該装置本体が所定の状態になった時点からの経過時間を計時する計時手
段を更に備え、
　前記取得手段は、前記操作状態情報として、前記計時手段により計時された当該装置本
体が所定操作された時点から前記シャッターボタンが一気に全押し操作されるまでに要し
た所要時間を取得し、
　前記判断手段は、前記取得手段により取得された所要時間が所定時間未満であるか否か
に応じてユーザが前記撮像操作を急いで行ったか否かを判断することを特徴とする請求項
１に記載の撮像装置。
　＜請求項３＞
　前記計時手段は、当該装置本体が起動した時点及び撮像モードが設定された時点のうち
、少なくとも一方の時点からの経過時間を計時することを特徴とする請求項２に記載の撮
像装置。
　＜請求項４＞
　前記撮像条件調整手段は、前記撮像手段が有するレンズ部の合焦位置を調整する合焦手
段を含み、
　前記調整制御手段は、前記判断手段により前記撮像操作を急いで行っていないと判断さ
れた場合には、前記合焦手段に前記第１調整処理として第１合焦処理を実行させ、一方、
前記判断手段により前記撮像操作を急いで行ったと判断された場合には、前記合焦手段に
前記第２調整処理として前記第１合焦処理よりも処理速度が速い第２合焦処理を実行させ
ることを特徴とする請求項１～３の何れか一項に記載の撮像装置。
　＜請求項５＞
　前記撮像条件調整手段は、前記撮像手段の露出条件を調整する露出調整手段を含み、
　前記調整制御手段は、前記判断手段により前記撮像操作を急いで行っていないと判断さ
れた場合には、前記露出調整手段に前記第１調整処理として第１露出調整処理を実行させ
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、一方、前記判断手段により前記撮像操作を急いで行ったと判断された場合には、前記露
出調整手段に前記第２調整処理として前記第１露出調整処理よりも処理速度が速い第２露
出調整処理を実行させることを特徴とする請求項１～４の何れか一項に記載の撮像装置。
　＜請求項６＞
　前記撮像条件調整手段は、前記撮像手段により撮像される画像データのホワイトバラン
スを調整するホワイトバランス調整手段を含み、
　前記調整制御手段は、前記判断手段により前記撮像操作を急いで行っていないと判断さ
れた場合には、前記ホワイトバランス調整手段に前記第１調整処理として第１ホワイトバ
ランス調整処理を実行させ、一方、前記判断手段により前記撮像操作を急いで行ったと判
断された場合には、前記ホワイトバランス調整手段に前記第２調整処理として前記第１ホ
ワイトバランス調整処理よりも処理速度が速い第２ホワイトバランス調整処理を実行させ
ることを特徴とする請求項１～５の何れか一項に記載の撮像装置。
　＜請求項７＞
　撮像手段と、ユーザによる半押し操作と全押し操作が実行可能なシャッターボタンと、
前記撮像手段により被写体を撮像する際の撮像条件を自動的に調整する撮像条件調整手段
とを備える撮像装置を用いた撮像方法であって、
　前記シャッターボタンがユーザにより一気に全押し操作された場合に、ユーザによる当
該装置本体の操作状態に関連する操作状態情報を取得する処理と、
　取得された操作状態情報に基づいて、ユーザが前記シャッターボタンを用いた撮像操作
を急いで行ったか否かを判断する処理と、
　前記撮像操作を急いで行っていないと判断された場合には、前記撮像条件調整手段に第
１調整処理を実行させ、一方、前記撮像操作を急いで行ったと判断された場合には、前記
撮像条件調整手段に前記第１調整処理よりも処理速度が速い第２調整処理を実行させる処
理と、
　を行うことを特徴とする撮像方法。
　＜請求項８＞
　撮像手段と、ユーザによる半押し操作と全押し操作が実行可能なシャッターボタンと、
前記撮像手段により被写体を撮像する際の撮像条件を自動的に調整する撮像条件調整手段
とを備える撮像装置のコンピュータを、
　前記シャッターボタンがユーザにより一気に全押し操作された場合に、ユーザによる当
該装置本体の操作状態に関連する操作状態情報を取得する取得手段、
　この取得手段により取得された操作状態情報に基づいて、ユーザが前記シャッターボタ
ンを用いた撮像操作を急いで行ったか否かを判断する判断手段、
　この判断手段により前記撮像操作を急いで行っていないと判断された場合には、前記撮
像条件調整手段に第１調整処理を実行させ、一方、前記判断手段により前記撮像操作を急
いで行ったと判断された場合には、前記撮像条件調整手段に前記第１調整処理よりも処理
速度が速い第２調整処理を実行させる調整制御手段、
　として機能させることを特徴とするプログラム。
【符号の説明】
【００８１】
１００　撮像装置
１　　　中央制御部
２　　　操作入力部
２ａ　　シャッターボタン
３　　　撮像部
３ａ　　レンズ部
５　　　撮像制御部
５ａ　　操作状態取得部
５ｂ　　急ぎ判断部
５ｃ　　撮像条件調整部
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ｃ１　　ＡＦ処理部
ｃ２　　ＡＥ処理部
ｃ３　　ＡＷＢ処理部
５ｄ　　調整制御部
６　　　計時部

【図１】 【図２】
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